




世界開発競争 

 

これまでの質の高いインフラプロジェクトや、機器の提供を通じて得た技術と専門性と 

経験を活かし、日本企業は今後アジアや米国をはじめとする世界のインフラ整備に、 

大きな役割を果たすことになるでしょう。 

 

左グラフ: 2019 年度日本企業による海外工事請負金額（地域別）（単位：億円） 

右グラフ: 2010 年度～2019 年度 日本企業が受注した海外工事の金額（単位：兆円） 

 

オーストラリアのオリンピックスタジアムとシンガポールのジュエルチャンギ空港の  

共通点とは何でしょう？ 意外に思われるかもしれませんが、その答えは、２つの建設プロ

ジェクトの主要建設業者が日本の会社だということです。 

開業以来 50 年間、乗客の死亡事故ゼロを誇る新幹線や、淡路島と神戸を結ぶ世界最長の

吊り橋など、日本は言わずと知れたインフラの先進国です。1964 年のオリンピック開催に

向けた日本初の建設ブーム以来、日本企業はその驚異的なエンジニアリング工学力だけで

なく、地震・火山活動や国土の多くが山岳地帯という世界で最も過酷な環境の中で仕事を 

遂行できる力を高く評価されてきました。それ故に、1990 年以降「日出ずる国」が WEF の   

「インフラ品質」の評価で常にトップ 5 に入っていることに驚きはありません。 

今日の日本の建設市場は既に成熟しています。世界で最も高齢化が進んだ日本は、  

2011 年以降急激に人口が減少し、それに伴い新規プロジェクトが減少して来ました。   

足下の日本の建設市場は、老朽化したインフラの保守と補修ニーズの高まりや、中央   

新幹線やオリンピック準備などの大規模な再開発プロジェクトによって支えられている 

状態にあります。 

 

日本の海外進出 

市場の成熟を認識し、官民を挙げて積極的な海外進出キャンペーンが展開されています

が、これは中々良いタイミングといえます。コロナウィルス感染症の大流行にもかかわらず、

世界の建設業界は 2030 年までに 35％近い成長が見込まれ、その大部分はアジアからもた

らされるものと予測されています。急速な経済・人口動態の変化や、PPP を推進する改革

に後押しされ、ASEAN 地域だけでもメガプロジェクト（2,500 万ドル以上のプロジェクト）

の規模は２兆 9,000 億ドルという驚異的な数字になっています。2000 年以降、日本は   

2,300 億ドル以上の資金をこれらの地域に提供をしており、これは今のところ他のどの国 

よりも多いものです。 

 

  



 

米国・アジアにおける大規模道路建設 

アジア太平洋地域では、接続性へのニーズの高まりにより、道路関連の建設プロジェクト

が 1 兆ドルを超えました。もう一方の世界では、ジョー・バイデン大統領が２兆ドル規模の

野心的なインフラ計画を発表し、その中心となるのが「２万マイル（32,000 ㎞）の米国   

道路補修」という公約です。これらのプロジェクトに呼応して、日本の道路建設機械の  

トップメーカーで、米国およびアジアで長い実績がある酒井重工業は、その技術力と国際的

な存在感を高めて来ています。 

「アジアで成功している理由の一つは、当社のローラの耐久性と信頼性にあると思い 

ます。私たちのブランドと品質への認識の浸透により、新たに繁栄する地域への新車販売も

伸びています。アジアは我々のビジネスの主軸ですが、北米、中南米、中東、アフリカでも

ビジネスの成長を目指しています。」と社長の酒井一郎は説明します。「我々は米国市場で 

数多くのアスファルト及び土工用締固め機械を紹介していますので、（バイデン氏の計画に

基づく）今後の将来プロジェクトに大変期待しています。 

当社は高速道路、空港、橋梁などの舗装工事向けに独自の水平振動ローラシリーズを   

開発しています。また、住宅、商業施設、高速道路の舗装など、あらゆる規模の建設    

プロジェクトに対応するアスファルトローラを提供しています。米国市場には大変力を 

入れており、シンプル且つ耐久性のあるデザインと、他社には無い優れた信頼性をアピール

しています。」 

酒井重工業の競争力の源泉は、ローラの締固め能力を向上させる技術にあります。   

最新の開発成果の一つは、土やアスファルトの転圧管理用マッピングと締固めデータ収集

のための CCV センサーを備えたインテリジェント締固め管理システム（Compaction 

Meister）です。更に、同社は最先端の自律走行型ローラ開発の先駆者でもあります。    

既に定評がある振動タイヤローラや高周波振動ローラは、サンフランシスコ国際空港の 

舗装工事で使用されました。「米国の施工業者は道路寿命を延ばすために、より高い転圧 

密度水準の達成を目指し努力し続けています。」と酒井氏は言います。「私たちの仕事は、 

最高品質の道路を建設するために、最高の施工機械を施工業者に提供することなのです。」 

 

酒井重工業と同様に日立建機（ＨＣＭ）は、米国やアジアで抜群の存在感を示しており、

質の高さと業界をリードする技術で他社との差別化を図っています。ＨＣＭの社長の  

平野耕太郎氏は、日本の建設機械メーカーが競合他社に対して優位性を持つ理由として、

“Made in Japan”ブランドを挙げています。 

「日本の産業の特徴は、サプライチェーン全体が高い基準を持ち、その基準が産業全体に

適用されていることです。その結果、最終製品の品質が格段に違ってくるのです。」と説明

しています。 

 


